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3 月 10 日～25 日の期間で行い、回
答者数は 228 名、回収率は 10.4%
であった。
　ライフサイエンスの回答者は
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調査結果～」、文部科学省科学技術政策研究所、2003 年 7 月（調査資料–98）
2）　科学機器年鑑 2002、（株）アールアンドディー社
文部科学省　科学技術・学術審議会　先端研究基盤部会　研究開発プラットフォーム委員会　先端計測分析技術・機
器開発小委員会（第 5 回）では、2010 年のライフサイエンス関連機器の国内販売実績は、海外メーカーが上位を占め
ているという状況が報告されている。
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu17/003/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2012/06/12/1321834_4.pdf
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